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物流の五大機能と、その中でも私たちに一番なじみがある「輸配送」について詳しく学習していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

物流は、「輸送」と「保管」の二大活動によって成り立っています。 

「輸送」とは、貨物、商品の移動を行うことで物流のメインとなる活動です。 

「保管」とは、適正な状態で在庫を持ち、商品を一定期間、倉庫に置いておくことです。 

また、保管期間中は、在庫の価値が棄損されてはいけないという条件があります。 
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「輸送」と「保管」の 2 つに「荷役」「包装」「流通加工」の 3 つを加えたものが物流の 5 大機能です。 

「荷役」とは、貨物の荷卸し、運搬や仕分けなどの作業を指します。 

「包装」は、商品を保護し、取り扱いに便利な単位にすることを指します。 

「流通加工」は、商品を販売したりする際に行われる、シール貼りなどの簡単な加工のことを指します。 

5 大機能に加えて、プラスで何を提案していくのかを考えることが重要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

輸配送とは、輸送だけでも配送だけでもありません。 

生産と消費の間の「場所的な隔たり」を埋める距離的機能のことを言います。 
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１．輸配送とは 

１－１．物流機能としての輸配送 

 

 

 

 

 

 

 

「輸送」とは、貨物を鉄道車両、トラックなどの貨物自動車、船舶、航空機やその他の輸送機関によって、 

ある地点から他の地点に移動させること。 

「配送」とは、貨物を物流拠点から荷受人へ送り届けることです。 

 

１ー２．輸送と配送の違い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

輸送と配送の違いを見てみましょう。 

距離の視点では、輸送は長距離、配送は短距離に分けられます。 

拠点の視点では、輸送は工場と物流センターを繋ぎ、配送は物流センターと顧客を繋ぎます。 

物量の視点では、輸送は大ロット、配送は小ロットに分類されます。 
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２．日本の貨物輸送の現状 

２－１．輸送機関別国内貨物輸送分担率の現状 

 

 

この表は、全日本トラック協会の調査に基づくもので、どれだけの輸送機関がどれだけの割合で貨物を運んで 

いるかを表しています。輸送トン数を見てみるとトラックが 9 割以上を運んでいます。 

トンにキロをかける方法で 1 トンのものを 1 キロ運ぶ単位を表すトンキロを見てみると、トラックの分担率は 

半分ほどになっています。トラック輸送は日本の輸送を支えていることがわかります。 
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輸送手段を選択する時には、5 つの要素を考慮して選択することが必要です。 

5 つの要素とは、「迅速性（輸送時間）」「経済性（コスト）」「輸送品質」「輸送能力の安定性・柔軟性・ 

冗長性」と「社会性」の 5 つです。 

冗長性とは、同じものが 2 つ以上ある状態のことです。冗長性があることで、何かトラブルが起こった時に 

被害を最小にできます。これらの要素とお客様の状況からトラックに限らず最適な輸送機関を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

状況によっては、2 つ以上の輸送機関を組み合わせることもあります。 

主な輸送機関である船舶、鉄道、自動車、航空を 4 つの観点から比較しています。 

環境対応は 5 つの要素の社会性にあたり、CO2 など温室効果ガスの排出量が当てはまります。 
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物流の改善を提案する中では、輸送機関それぞれの長所、短所を理解した上で、お客様にとって最適な手段を 

組み合わせることが必要です。 

コスト、環境面への影響や輸送量だけを考えると船舶が最適な輸送機関です。 

しかし、船舶・航空・鉄道といった輸送機関を使用するには港や空港、駅が必要です。 

それらの施設まで貨物を輸送するためには自動車が欠かせません。 

お客様の物流の両端をつなぐのはトラックや自動車輸送なのです。 
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トラック、自動車輸送は、どんな要望にも比較的答えられる柔軟性とドアトゥドアの輸送が可能である一貫性 

の特性を持ち、不可欠な輸送手段となっています。 

 

３－２．輸送機関別の特徴 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３－３．トラック運送のしくみ 

 

 

 

 

 

 

 

トラック輸送のしくみについて、貸し切り運送では、特定の荷主の貨物だけを 1 台のトラックで輸送します。 

 

 

 

 

 

 

 

一方、特別積み合わせ運送では、複数の荷主の貨物を 1 台のトラックで輸送します。 

1 つの輸送機関の中でも複数の輸送方法があることを覚えておきましょう。 

 


